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2022年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星XRISMにおいても、観測データは衛星固有の形式で保存される。
これを世界標準の FITS形式に変換し、さらに検出器データを較正して、ユーザーが利用できるように処理する
必要がある（観測データ処理）。まず日本の ISAS/JAXAにおいて、生のテレメトリーデータから衛星バスや 2
検出器（Resolve、Xtend）ごとに分割された FITS形式に変換する（プレパイプライン処理）。この変換データ
は、米国NASA/GSFCへ送られ、較正が実施される（パイプライン処理）。最終生成物である FITSファイルは、
ISAS/JAXAにも送り返され、ISAS/JAXAとNASA/GSFCの両サイトからダウンロードできるようになる。
ある天体の観測が終了すると、姿勢および軌道情報が数日で確定し、その後に観測データ処理が実施され、全

体で約 1週間で観測者へデータが届くことを目指している。これまでに、過去の「ひとみ」衛星の観測データを
利用した試験、XRISM衛星からのバスデータの処理を実施し、着実な処理に向けて準備が進んでいる。本講演
では、観測データ処理の詳細および準備状況について報告する。


